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1. はじめに 
近年，コンピュータ技術や移動体通信，イン

ターネット等に代表されるネットワーク技術の

発達に伴い，時間と場所を選ばずとも，音声や

動画像などの大容量のメディア情報を効率的に

利用できるようになった．しかし，膨大な情報

の中から必要な情報のみを検索して利用するた

めには，高度なパターン認識処理や知識処理が

不可欠である[1]． 

音声認識や画像認識の技術が発展し，最近で

はかなり大容量で複雑な音声や画像に対しても

ある程度の認識性能を達成できるようになった

ことから，さらなる応用システムとして，例え

ば長時間の音声や動画像から重要な部分を抽出

（要約）する取り組みが多く行われている．対

象を音声に限っても，データベースへのアクセ

スを簡便にするためのインデキシング，会議録

の自動生成や放送番組のダイジェスト生成など

の目的での「音声要約」の研究が盛んに行われ

て始めている[2][3]． 

我々の研究室でも，従来，音声認識に関する

研究を進めてきたが，本研究では対象を音声か

ら「生活環境音」に広げた場合の要約原理を検

討し，新たな音インタフェースを提案する．図 1

に本インタフェースの概念を示す． 

音声では言語情報が要約の重要な手がかりと

なるが，対象が一般の音データになると言語的

単位の定義が難しく，音響的特徴が重要な手が

かりとなる．したがって，本研究ではまず，生

活環境音に含まれるどのような情報が抽出でき

れば要約できたことになるのかを検討する．次 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1：生活環境音要約インタフェースの概念 

に，どのような音響的特徴が効果的な生活環境

音要約に役立つかを検討し，最後に，実際の音

データに対する要約シミュレーションを行う． 

 

2. 生活環境音を要約するインタフェース 

本研究が対象とする「生活環境音」には，我々

の身近に存在するあらゆる音情報が含まれる．

音声や音楽のようにそれ自体が構造的な情報を

持つ音もあれば，機械や乗り物の音や自然界の

音など，聞く立場によって情報の重要度が変化

する（ノイズとなる）音もある．したがって，

要約の目的は要約する側の立場や見方によって

様々であるともいえる．以下にこのようなイン

タフェースの具体例をいくつか示す． 

① 生活を「記憶」する音インタフェース： 

我々の日常体験を大容量のハードディス

ク等に音で記録しておき，人間の補助記憶

手段として利用する研究[4]に応用する． 

② 記憶障害者への支援： 

肢体障害や知覚障害に比べ，記憶障害や認

知症への工学的支援はあまり行われてい

ない．①と同じ見地から，記憶障害者の行

動を音で記録し，行動の検索等に利用する． 

③ スポーツなどのハイライト生成： 

スポーツ中継のアナウンス音声や観客の

歓声からハイライトシーンのダイジェス

トを作成する． 

④ 放送番組一覧の自動生成： 

TV やラジオ（音のみに着目する場合は特

にラジオ）の放送音源から，放送内容のカ

テゴリ分類を自動的に行う． 

 その他，音の特性を生かした応用例として，

夜間など画像が用いにくい状況での防犯や，動

物の活動記録，作業音（工場内の音・調理音な

ど）からの状況記録などが挙げられる． 

  
3. 生活環境音の分類 
 あらかじめ様々な生活環境音を収録し，含ま

れる音のカテゴリ分類を行う．音声における単

語や音素のように，一般的に定義可能なラベル

情報が存在しないため，人間が音を聞いたとき
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の主観に基づき階層的な分類を行った．その結

果の一部を図 2 に示す．カテゴリは 5 階層とし，

最上位層 2 種類（人工音および自然音），最下位

層 136 種類の音カテゴリを定義した． 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

図 2: 生活環境音の分類（部分） 

 
4．音響的特徴を用いた音要約 
 次に，実際に収録した生活環境音に対して音

響特徴量を計算し，音要約を行う．本研究で用

いた特徴量は，(1)音信号のパワー値，(2)20 次の

自己相関係数，(3)スペクトログラム中から切り

出した時間－周波数セグメントのマトリクス量

子化コードの 3 種類である． 
(1)は一般的な音区間の同定に，(2)は周期性を

持つ音の抽出に，(3)は音声や音楽のような周波

数構造を持つ音の分類に有用と考えている． 
 

5．要約のシミュレーション 
 まず，生活環境音として，ある学生が自宅か

ら大学まで通学する際の音をディジタルデータ

として約 60 分間収録し，それを 4 名の被験者に

聞いてもらい先に定義した音カテゴリ分類に従

って各時刻（ここでは 10 秒単位）へのラベル付

けを行った．これらを整形してカテゴリラベル

付き元データとする．次に，各ラベルと対応す

る音響特徴量を計算した． 
 現時点では，全ての音カテゴリの自動的な抽

出識別は非常に困難であることから，先に定義

した階層的音カテゴリの一部について，手動操

作で特徴量との対応付けを行い，以下のシミュ

レーションに利用した． 
 約 350 秒間の音データについて，音のパワー

値及び音カテゴリラベルを図示したタイムチャ

ートを図 3 に示す．図中網掛け部分が，この場

合の「理想的な」音要約結果となる． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

図 3：音要約のシミュレーション結果（例） 
 

6．考察・まとめ 
 本研究では，様々な生活環境音を含む長時間

の音データに対して，音響的特徴を用いて要約

を行う新しいインタフェースを提案した．現状

では，あらゆる種類の音の識別は困難であり，

また，図 3 からも見ることができるように，人

はロンバート効果のように周囲の音によって認

知感覚がずれてしまう．このことから，音カテ

ゴリの持つ情報をいかに定量的に評価するかが，

このインタフェースを有用にする上でのポイン

トになると思われる． 
 今後は，さらに多くの音データを用いて，実

際の音要約を実現するための特徴抽出，カテゴ

リ識別，要約処理技術の検討を進めたい． 
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TIME ENERGY cont. cont. cont.(short) discont. discont.

0:15:00 C13
0:15:10 14.9dbV C76
0:15:20 14.7dbV C7 C7
0:15:30
0:15:40 C91
0:15:50 C76 C47
0:16:00 14.83dbV
0:16:10
0:16:20 C101
0:16:30 C76
0:16:40 18.0dbV
0:16:50
0:17:00
0:17:10
0:17:20
0:17:30
0:17:40
0:17:50 C47 C67
0:18:00 14.5dbV
0:18:10
0:18:20
0:18:30
0:18:40 C67 C7
0:18:50
0:19:00 14.5dbV
0:19:10 C47 C67
0:19:20 14.4dbV
0:19:30
0:19:40 C47 C67
0:19:50 14.5dbV
0:20:00
0:20:10
0:20:20 C47 C67
0:20:30 16.4dbV
0:20:40 C91

咳 

アナウンス（バス）（大音）

LAYER1 LAYER2 LAYER3 LAYER4 LAYER5
artificial machine vehicle train door

run
engine
brake

car door
run

engine
brake

bus door
run

・ ・ ・ ・ ・
・ ・ ・ ・ ・
・ ・ ・ ・ ・

natural animal human action step
hand
write
eat
trun
cough

voice laugh
voice

・ ・ ・ ・ ・
・ ・ ・ ・ ・
・ ・ ・ ・ ・
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